
(57)【要約】

【課題】　有毒なオゾンガスが発生せず、寿命が長く維

持管理負担が少ない上に、コンパクトかつ低コストな汚

染水無害化システムを提供する。

【解決手段】　汚染水の原水に凝集剤を添加して無機物

の除去処理を行って一次処理水を得る一次処理部１２と

、一次処理水３０に対し油分の除去処理を行う油分除去

処理部１４と、油分除去処理部１４で油分の除去された

被処理水に対し光触媒浄化装置３８を用いて有機化合物

の除去処理を行う有機化合物除去処理部１８とを有し、

光触媒浄化装置１８は、前記被処理水を通過させる処理

槽４６内に光触媒シリカゲル６０を収容した複数の区画

通路４８を形成し、発光ダイオード基板に搭載された複

数の紫色発光ダイオードを各区画通路４８の両側に前記

区画通路に向けて紫外線を照射可能に配設し、前記発光

ダイオード基板にヒートパイプ５２の一部を接触させて

ヒートパイプ５２の他部を前記被処理水によって冷却可

能とされている。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 汚 染 水 の 原 水 に 凝 集 剤 を 添 加 し て 無 機 物 の 除 去 処 理 を 行 っ て 一 次 処 理 水 を 得 る 一 次 処 理
部 と 、
　 前 記 一 次 処 理 水 に 対 し 油 分 の 除 去 処 理 を 行 う 油 分 除 去 処 理 部 と 、
　 前 記 油 分 除 去 処 理 部 で 油 分 の 除 去 さ れ た 被 処 理 水 に 対 し 光 触 媒 浄 化 装 置 を 用 い て 有 機 化
合 物 の 除 去 処 理 を 行 う 有 機 化 合 物 除 去 処 理 部 と を 有 し 、
　 前 記 光 触 媒 浄 化 装 置 は 、 前 記 被 処 理 水 を 通 過 さ せ る 処 理 槽 内 に 光 触 媒 体 を 収 容 し た 複 数
の 区 画 通 路 を 形 成 し 、 発 光 ダ イ オ ー ド 基 板 に 搭 載 さ れ た 複 数 の 発 光 ダ イ オ ー ド を 各 区 画 通
路 の 両 側 に 前 記 区 画 通 路 に 向 け て 光 を 照 射 可 能 に 配 設 し 、 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド 基 板 に 冷 却
部 材 の 一 部 を 接 触 さ せ て 前 記 冷 却 部 材 の 他 部 を 前 記 被 処 理 水 に よ っ て 冷 却 可 能 と さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 汚 染 水 浄 化 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、
　 前 記 油 分 除 去 処 理 部 と 前 記 有 機 化 合 物 除 去 処 理 部 と の 間 に 限 外 濾 過 部 が 配 設 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 汚 染 水 浄 化 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 汚 染 水 浄 化 シ ス テ ム に 関 し 、 特 に 、 ダ イ オ キ シ ン 類 等 に 汚 染 さ れ た 汚 染 水 の
現 地 無 害 化 処 理 を 行 う た め の 汚 染 水 浄 化 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 土 壌 汚 染 、 河 川 の 底 質 汚 染 、 清 掃 工 場 解 体 等 に お い て ダ イ オ キ シ ン 類 等 に よ る
汚 染 水 が 問 題 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ダ イ オ キ シ ン 類 等 の 汚 染 水 の 処 理 方 法 と し て は 、 場 外 搬 出 処 理 方 法 と 現 地 無 害 化 処 理 方
法 に 分 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 場 外 搬 出 処 理 方 法 と し て は 、 最 終 処 分 場 に 持 ち 込 む 方 法 と 、 既 設 清 掃 工 場 に て 焼 却 を す
る 方 法 が あ る が 、 い ず れ も 処 理 費 用 が 高 額 と な っ て し ま う と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 現 地 無 害 化 処 理 方 法 と し て は 、 金 属 製 の 網 か ら な る 濾 過 膜 と 限 外 濾 過 膜 を 用 い た も の や
、 オ ゾ ン と 紫 外 線 （ Ｕ Ｖ ラ ン プ ） を 用 い た も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 金 属 製 の 網 か ら な る 濾 過 膜 と 限 外 濾 過 膜 を 用 い た も の は 、 金 属 製 の 網 か ら な る 濾 過 膜 に
よ り 数 十 ミ ク ロ ン ま で の Ｓ Ｓ （ Suspended Solid、 浮 遊 物 質 量 ） 分 を 捕 獲 し 、 透 過 水 は 限
外 濾 過 膜 に 送 り 、 ダ イ オ キ シ ン 類 を Ｓ Ｓ 分 と と も に 捕 獲 す る よ う に し て い る が 、 透 過 水 中
に 油 分 が あ る と 、 限 外 濾 過 膜 が 目 詰 ま り し 処 理 量 が 低 下 す る と と も に ダ イ オ キ シ ン 類 が 数
十 ミ ク ロ ン 以 内 の Ｓ Ｓ 分 に 付 着 し て い た 場 合 、 処 理 が で き な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 オ ゾ ン と 紫 外 線 （ Ｕ Ｖ ラ ン プ ） を 用 い た も の は 、 特 許 文 献 １ に 示 す よ う に 、 被 処
理 水 に 対 し 紫 外 線 の 照 射 下 に オ ゾ ン を 供 給 し て オ ゾ ン 処 理 す る こ と で 、 紫 外 線 と オ ゾ ン と
の 併 用 で 酸 化 力 の 強 い ヒ ド ロ キ シ ラ ジ カ ル を 生 じ さ せ 、 こ の ヒ ド ロ キ シ ラ ジ カ ル に よ っ て
ダ イ オ キ シ ン 類 を 酸 化 分 解 す る よ う に し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － １ ０ ８ ２ ８ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 特 許 文 献 １ に 示 す よ う な ダ イ オ キ シ ン 類 除 去 方 法 に あ っ て は 、 装 置 が 大 が か り に な り 、
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装 置 費 も 高 額 に な る 上 に 、 紫 外 線 の 光 源 と し て Ｕ Ｖ ラ ン プ と 短 波 長 の 光 源 を 使 っ た 場 合 、
波 長 に よ っ て は 有 毒 な オ ゾ ン ガ ス が 多 く 発 生 し 、 し か も 、 Ｕ Ｖ ラ ン プ な ど の 寿 命 が 短 く 、
ラ ン プ の 取 り 替 え な ど の 維 持 管 理 費 が 高 く な っ て し ま い 、 さ ら に は 、 処 理 時 間 も 長 く か か
り 、 ダ イ オ キ シ ン 類 濃 度 が 変 化 し た 場 合 、 オ ゾ ン 供 給 量 を 調 整 す る 必 要 が あ る と い う 問 題
が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 有 毒 な オ ゾ ン ガ ス が 発 生 せ ず 、 寿 命 が 長 く 維 持 管 理 負 担 が 少 な い 上 に
、 コ ン パ ク ト か つ 低 コ ス ト な 汚 染 水 無 害 化 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 汚 染 水 無 害 化 シ ス テ ム は 、 汚 染 水 の 原 水 に 凝 集 剤 を
添 加 し て 無 機 物 の 除 去 処 理 を 行 っ て 一 次 処 理 水 を 得 る 一 次 処 理 部 と 、
　 前 記 一 次 処 理 水 に 対 し 油 分 の 除 去 処 理 を 行 う 油 分 除 去 処 理 部 と 、
　 前 記 油 分 除 去 処 理 部 で 油 分 の 除 去 さ れ た 被 処 理 水 に 対 し 光 触 媒 浄 化 装 置 を 用 い て 有 機 化
合 物 の 除 去 処 理 を 行 う 有 機 化 合 物 除 去 処 理 部 と を 有 し 、
　 前 記 光 触 媒 浄 化 装 置 は 、 前 記 被 処 理 水 を 通 過 さ せ る 処 理 槽 内 に 光 触 媒 体 を 収 容 し た 複 数
の 区 画 通 路 を 形 成 し 、 発 光 ダ イ オ ー ド 基 板 に 搭 載 さ れ た 複 数 の 発 光 ダ イ オ ー ド を 各 区 画 通
路 の 両 側 に 前 記 区 画 通 路 に 向 け て 光 を 照 射 可 能 に 配 設 し 、 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド 基 板 に 冷 却
部 材 の 一 部 を 接 触 さ せ て 前 記 冷 却 部 材 の 他 部 を 前 記 被 処 理 水 に よ っ て 冷 却 可 能 と さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 一 次 処 理 部 に て 汚 染 水 に 凝 集 剤 を 添 加 し て 無 機 物 の 除 去 処 理 を 行 い 、
こ の 無 機 物 の 除 去 さ れ た 一 次 処 理 水 に 対 し 油 分 除 去 処 理 部 で 油 分 の 除 去 処 理 を 行 い 、 無 機
物 及 び 油 分 の 除 去 さ れ た 処 理 水 に 対 し 、 有 機 化 合 物 除 去 処 理 部 に て 光 触 媒 浄 化 装 置 を 用 い
て 有 機 化 合 物 の 除 去 処 理 を 行 う こ と で 、 短 時 間 で 効 率 よ く 汚 染 水 の 無 害 化 処 理 を 行 う こ と
が で き 、 し か も 、 コ ン パ ク ト か つ 低 コ ス ト の 汚 染 水 浄 化 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 光 触 媒 浄 化 装 置 と し て 、 光 源 に 発 光 ダ イ オ ー ド を 用 い る こ と で 、 消 費 電 力 が 小 さ
く 、 有 害 な オ ゾ ン ガ ス が 発 生 せ ず 、 寿 命 が 長 く 維 持 管 理 負 担 が 少 な い も の と す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 発 光 ダ イ オ ー ド 基 板 に 冷 却 部 材 の 一 部 を 接 触 さ せ て 冷 却 部 材 の 端 部 を 被 処 理 水
に よ っ て 冷 却 す る こ と で 、 発 光 ダ イ オ ー ド を 冷 却 部 材 に て 効 率 よ く 冷 却 し 、 発 光 ダ イ オ ー
ド が 発 熱 に よ り 照 度 が 落 ち る の を 防 止 し て 、 発 光 ダ イ オ ー ド を 密 に 配 置 し 、 照 度 を 向 上 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 有 機 化 合 物 除 去 処 理 部 の 前 段 階 に お け る 油 分 除 去 処 理 部 に お い て 油 分 が 除 去 さ れ
て い る た め 、 光 触 媒 浄 化 装 置 に お け る 光 触 媒 体 に 油 分 が 付 着 し て 有 機 化 合 物 の 除 去 効 率 が
落 ち る の を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 使 用 す る 発 光 ダ イ オ ー ド は 、 光 触 媒 反 応 を 発 生 さ せ る 波 長 の 光 を 発 す る も の で あ れ ば 良
い が 、 例 え ば 紫 外 光 を 発 す る 紫 色 発 光 ダ イ オ ー ド な ど が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 、 冷 却 部 材 は 、 被 処 理 水 に よ っ て 冷 却 で き る も の で あ れ ば 良 い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 前 記 油 分 除 去 処 理 部 と 前 記 有 機 化 合 物 除 去 処 理 部 と の 間 に 限 外 濾 過
部 が 配 設 さ れ た 状 態 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う な 構 成 と す る こ と に よ り 、 限 外 濾 過 部 が 油 分 除 去 処 理 部 の 後 に 配 設 さ れ て い る
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た め 、 限 外 濾 過 部 が 被 処 理 水 の 油 分 に よ っ て 目 詰 ま り を 起 こ す 状 態 を 防 止 す る こ と が で き
、 効 率 よ く 有 機 化 合 物 の 除 去 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ ～ 図 ３ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に か か る 汚 染 水 浄 化 シ ス テ ム を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ は 、 汚 染 水 浄 化 シ ス テ ム の 全 体 概 略 図 で 、 こ の 汚 染 水 浄 化 シ ス テ ム １ ０ は 、 一 次 処
理 部 １ ２ と 、 油 分 除 去 処 理 部 １ ４ と 、 限 外 濾 過 部 １ ６ と 、 有 機 化 合 物 除 去 処 理 部 １ ８ と を
有 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 次 処 理 部 １ ２ は 、 ダ イ オ キ シ ン 類 の 汚 染 水 の 原 水 に 対 し て 無 機 物 の 除 去 処 理 を 行 う も
の で 、 遠 心 分 離 装 置 ２ ０ ま た は 沈 殿 槽 ２ ２ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 遠 心 分 離 装 置 ２ ０ は 、 遠 心 力 に よ り 無 機 物 の 除 去 を 行 っ た 後 凝 集 剤 を 添 加 し て 沈 殿 さ せ
、 そ の 上 澄 み 水 を 一 次 処 理 水 槽 ２ ４ に 貯 留 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 沈 殿 槽 ２ ２ は 、 ダ イ オ キ シ ン 類 の 汚 染 水 の 原 水 に 凝 集 剤 を 添 加 し 、 無 機 物 類 を 沈 殿 さ せ
、 そ の 上 澄 み 水 を ポ ン プ ２ ６ に て 一 次 処 理 水 槽 ２ ４ に 貯 留 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 油 分 除 去 処 理 部 １ ４ は 、 一 次 処 理 水 に 対 し 油 分 の 除 去 処 理 を 行 う も の で 、 一 次 処 理 水 槽
２ ４ か ら ポ ン プ ２ ８ に て 一 次 処 理 水 ３ ０ を オ イ ル フ ィ ル タ ー ３ ２ に 送 り 、 一 次 処 理 水 ３ ０
が オ イ ル フ ィ ル タ ー ３ ２ を 通 過 す る 際 に 、 一 次 処 理 水 ３ ０ か ら 油 分 を 除 去 す る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 限 外 濾 過 部 １ ６ は 、 オ イ ル フ ィ ル タ ー ３ ２ を 通 過 し た 無 機 物 及 び 油 分 の 除 去 さ れ た 被 処
理 水 を 流 量 計 ３ ４ を 通 し て 限 外 濾 過 装 置 ３ ６ に 送 り 、 こ の 限 外 濾 過 装 置 ３ ６ を 通 過 す る 際
に 、 限 外 濾 過 膜 に て ０ ． ０ １ μ ｍ ま で の ダ イ オ キ シ ン 類 が 付 着 し た Ｓ Ｓ 分 を 回 収 す る よ う
に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 こ の 限 外 濾 過 装 置 ３ ６ は 、 オ イ ル フ ィ ル タ ー ３ ２ を 通 過 し た 油 分 の 除 去 さ れ た 被
処 理 水 を 通 過 さ せ る た め 、 限 外 濾 過 膜 の 目 詰 ま り を 防 止 す る こ と が で き 、 わ ず か に 油 分 が
被 処 理 水 に 含 ま れ て い て 目 詰 ま り が 生 じ た 場 合 に は 、 水 道 水 等 を 限 外 濾 過 装 置 ３ ６ に 注 入
し て 限 外 濾 過 膜 の 洗 浄 を 行 い 、 こ の 逆 洗 浄 水 を 破 線 で 示 す よ う に 一 次 処 理 部 １ ２ に 戻 す よ
う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 有 機 化 合 物 除 去 処 理 部 １ ８ は 、 オ イ ル フ ィ ル タ ー ３ ２ で 油 分 が 除 去 さ れ 、 限 外 濾 過 装 置
３ ６ で ０ ． ０ １ μ ｍ ま で の ダ イ オ キ シ ン 類 が 付 着 し た Ｓ Ｓ 分 の 回 収 さ れ た 被 処 理 水 に 対 し
光 触 媒 浄 化 装 置 ３ ８ を 用 い て 有 機 化 合 物 の 分 解 処 理 を 行 い 、 浄 化 さ れ た 処 理 水 を 処 理 水 槽
４ ０ に 貯 留 し 、 こ の 処 理 水 槽 ４ ０ か ら ポ ン プ ４ ２ に て 濁 度 計 ４ ４ を 通 し 放 流 す る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 光 触 媒 浄 化 装 置 ３ ８ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 処 理 槽 ４ ６ と 、 区 画 通 路 ４ ８ と 、 紫 色 発 光
ダ イ オ ー ド ５ ０ と 、 冷 却 部 材 と し て の ヒ ー ト パ イ プ ５ ２ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 処 理 槽 ４ ６ は 、 ダ イ オ キ シ ン 類 等 の 有 機 化 合 物 に 汚 染 さ れ た 被 処 理 水 を 通 過 さ せ る も の
で 、 下 部 左 側 に 被 処 理 水 の 入 口 ５ ４ 、 上 部 右 側 に 出 口 ５ ６ を 有 す る 縦 長 の も の と さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-288288 A 2005.10.20



　 ま た 、 こ の 処 理 槽 ４ ６ は 、 全 体 が 透 明 部 材 で 形 成 さ れ た 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 区 画 通 路 ４ ８ は 、 処 理 槽 ４ ６ 内 に お け る 被 処 理 水 の 流 路 を 複 数 に 分 割 す る も の で 、 隔 壁
５ ８ と 、 光 触 媒 体 と し て の 光 触 媒 を 担 持 し た シ リ カ ゲ ル （ 以 下 、 光 触 媒 シ リ カ ゲ ル と 称 す
。 ） ６ ０ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 隔 壁 ５ ８ は 、 内 部 中 空 の 透 明 な 箱 体 か ら な り 、 処 理 槽 ４ ６ の 下 部 側 に 複 数 、 例 え ば ３ 個
所 定 間 隔 で 縦 型 に 配 設 さ れ 、 処 理 槽 ４ ６ の 両 側 壁 と 隔 壁 ５ ８ と の 間 及 び 隔 壁 ５ ８ 同 士 の 間
に 処 理 水 の 通 過 領 域 を 形 成 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 光 触 媒 シ リ カ ゲ ル ６ ０ は 、 各 区 画 通 路 ４ ８ の 下 部 側 に 多 数 充 填 さ れ 、 そ の 上 下 に 金 網 ６
２ が 配 設 さ れ 、 こ の 金 網 ６ ２ に よ っ て 光 触 媒 シ リ カ ゲ ル ６ ０ を お さ え る こ と で 、 処 理 槽 ４
６ 内 で 光 触 媒 シ リ カ ゲ ル ６ ０ が 移 動 す る の を 防 止 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 こ の 光 触 媒 シ リ カ ゲ ル ６ ０ は 、 油 分 の 除 去 さ れ た 被 処 理 水 と 接 触 す る の で 、 油 分
が 付 着 し て 効 率 が 低 下 さ れ る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 光 触 媒 シ リ カ ゲ ル ６ ０ は 、 粒 径 が １ ． ７ ～ ４ ． ０ ｍ ｍ の も の が 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 紫 色 発 光 ダ イ オ ー ド ５ ０ は 、 例 え ば ガ ラ ス 入 り エ ポ キ シ 樹 脂 か ら な る リ フ レ ク タ ー 基 板
６ ４ を 取 り 付 け た ア ル ミ ニ ウ ム 製 の 発 光 ダ イ オ ー ド 基 板 ６ ６ に 所 定 ピ ッ チ で 複 数 搭 載 さ れ
た 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ し て 、 光 触 媒 シ リ カ ゲ ル ６ ０ の 充 填 範 囲 に お け る 処 理 槽 ４ ６ の 外 側 位 置 及 び 隔 壁 ５ ８
内 に 、 区 画 通 路 ４ ８ に 向 け て 紫 色 発 光 ダ イ オ ー ド ５ ０ 搭 載 の 発 光 ダ イ オ ー ド 基 板 ６ ６ が 配
設 さ れ 、 各 区 画 通 路 ４ ８ 内 の 光 触 媒 シ リ カ ゲ ル ６ ０ に 対 し て 両 側 か ら 光 を 照 射 す る よ う に
な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 特 に 、 各 隔 壁 ５ ８ 内 で は 、 発 光 ダ イ オ ー ド 基 板 ６ ６ を 背 中 合 わ せ に し て 配 設 さ れ る よ う
に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ヒ ー ト パ イ プ ５ ２ は 、 下 部 側 が 隔 壁 ５ ８ 内 に 挿 入 さ れ 、 背 中 合 わ せ に 配 設 さ れ た 発 光 ダ
イ オ ー ド 基 板 ６ ６ 間 に 挿 入 さ れ て 、 発 光 ダ イ オ ー ド 基 板 ６ ６ と 接 触 さ れ る と 共 に 、 上 部 側
を 隔 壁 ５ ８ の 上 端 よ り 上 方 に 突 出 さ せ 、 こ の 上 部 側 の 突 出 部 分 を 隔 壁 ５ ８ 外 の 被 処 理 水 と
接 触 さ せ て 、 被 処 理 水 に よ り 冷 却 可 能 に さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の ヒ ー ト パ イ プ ５ ２ は 、 パ イ プ 内 に 作 動 液 と し て 低 沸 点 冷 媒 を 真 空 封 入 し た 状 態 と な
っ て お り 、 発 光 ダ イ オ ー ド 基 板 ６ ６ と 接 触 し て い る 部 分 が 熱 に よ り 作 動 液 が 蒸 発 し て 蒸 発
熱 を 奪 う 蒸 発 部 ６ ８ と さ れ 、 隔 壁 ５ ８ の 上 端 よ り 突 出 し て 被 処 理 水 と 接 触 す る 部 分 が 凝 縮
部 ７ ２ と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ し て 、 発 光 ダ イ オ ー ド 基 板 ６ ６ か ら の 熱 を 吸 収 し た 作 動 液 が 蒸 発 部 ６ ８ で 蒸 発 し 、 凝
縮 部 ７ ２ で 凝 縮 さ れ て 流 下 し 蒸 発 部 ６ ８ へ と 戻 っ て 循 環 す る こ と で 冷 却 が 行 わ れ る よ う に
な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の よ う に 、 ヒ ー ト パ イ プ ５ ２ に よ っ て 蒸 発 熱 を 利 用 し た 熱 交 換 を 行 い 、 凝 縮 部 ７ ２ を
被 処 理 水 自 身 で 冷 却 し て 放 熱 す る 構 造 と し た こ と で 、 放 熱 効 率 が 向 上 し 、 紫 色 発 光 ダ イ オ
ー ド ５ ０ を 密 に 配 置 し て 十 分 な 照 度 を 確 保 す る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 処 理 槽 ４ ６ 内 に 複 数 の 区 画 通 路 ４ ８ を 形 成 し 、 区 画 通 路 ４ ８ 内 の 光 触 媒 シ リ カ ゲ
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ル ６ ０ の 両 側 に 配 設 し た 紫 色 発 光 ダ イ オ ー ド ５ ０ に よ っ て 両 側 か ら 照 射 す る こ と で 、 紫 外
線 を 区 画 通 路 ４ ８ の 中 央 ま で 均 一 に 照 射 す る こ と が 可 能 と な っ た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 そ し て 、 紫 色 発 光 ダ イ オ ー ド ５ ０ の ス イ ッ チ を オ ン に し て 、 紫 外 線 を 光 触 媒 シ リ カ ゲ ル
６ ０ に 向 け て 照 射 し た 状 態 で 、 被 処 理 水 の 入 口 ５ ４ か ら ダ イ オ キ シ ン 類 等 の 有 機 化 合 物 に
汚 染 さ れ た 被 処 理 水 を 処 理 槽 ４ ６ 内 に 供 給 し 、 被 処 理 水 を 光 触 媒 シ リ カ ゲ ル ６ ０ が 充 填 さ
れ た 区 画 通 路 ４ ８ 内 を 通 過 さ せ 、 各 区 画 通 路 ４ ８ を 通 過 し た 被 処 理 水 が 各 区 画 通 路 ４ ８ で
浄 化 さ れ た 状 態 で 上 昇 し 、 ヒ ー ト パ イ プ ５ ２ を 冷 却 し つ つ 被 処 理 水 の 出 口 ５ ６ よ り 浄 化 さ
れ た 浄 化 水 と し て 被 処 理 水 が 取 り 出 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 、 こ の 汚 染 水 浄 化 シ ス テ ム １ ０ を 用 い て 汚 染 水 の 浄 化 を 行 っ た 実 験 結 果 を 図 ４ に 示
す 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の 実 験 で は 、 汚 染 水 の 原 水 を １ 次 処 理 を 行 っ て ダ イ オ キ シ ン 類 濃 度 １ １ ｐ ｇ － Ｔ Ｅ Ｑ
／ ｌ の １ 次 処 理 水 と 、 ダ イ オ キ シ ン 類 濃 度 ２ ． ５ ｐ ｇ － Ｔ Ｅ Ｑ ／ ｌ の １ 次 処 理 水 と の ２ 種
類 の １ 次 処 理 水 を 準 備 し て 、 そ れ ぞ れ 処 理 時 間 ２ 分 、 処 理 時 間 ８ 分 、 処 理 時 間 １ ４ 分 処 理
し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 そ の 結 果 、 １ １ ｐ ｇ － Ｔ Ｅ Ｑ ／ ｌ の １ 次 処 理 水 は 、 処 理 時 間 ２ 分 で ４ ． ３ ｐ ｇ － Ｔ Ｅ Ｑ
／ ｌ 、 処 理 時 間 ８ 分 で ２ ． ７ ｐ ｇ － Ｔ Ｅ Ｑ ／ ｌ 、 処 理 時 間 １ ４ 分 で ２ ． ３ ｐ ｇ － Ｔ Ｅ Ｑ ／
ｌ と い う 結 果 が 得 ら れ 、 排 水 基 準 で あ る １ ０ ｐ ｇ － Ｔ Ｅ Ｑ ／ ｌ の 値 を い ず れ も 下 回 っ た 結
果 と な っ て い た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ２ ． ５ ｐ ｇ － Ｔ Ｅ Ｑ ／ ｌ の １ 次 処 理 水 は 、 処 理 時 間 ２ 分 で ０ ． ９ ｐ ｇ － Ｔ Ｅ Ｑ ／ ｌ 、 処
理 時 間 ８ 分 で ２ ． １ ｐ ｇ － Ｔ Ｅ Ｑ ／ ｌ 、 処 理 時 間 １ ４ 分 で １ ． ４ ｐ ｇ － Ｔ Ｅ Ｑ ／ ｌ と い う
結 果 と な り 、 処 理 時 間 ８ 分 及 び １ ４ 分 の 場 合 に い ず れ も 環 境 基 準 １ ｐ ｇ － Ｔ Ｅ Ｑ ／ ｌ の 値
を 下 回 っ た 結 果 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 従 っ て 、 こ の 汚 染 水 浄 化 シ ス テ ム １ ０ に よ れ ば 、 簡 易 な 構 成 で 、 効 率 よ く ダ イ オ キ シ ン
類 等 の 浄 化 を 行 う こ と が で き る こ と が 判 明 し た 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 の 範 囲 内 に お い て
種 々 の 形 態 に 変 形 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 例 え ば 、 前 記 実 施 の 形 態 で は 、 油 分 除 去 処 理 部 と 有 機 化 合 物 除 去 処 理 部 と の 間 に 限 外 濾
過 部 を 設 け て い る が 、 汚 染 の 度 合 い に よ っ て は 省 略 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 光 触 媒 浄 化 装 置 は 、 紫 色 発 光 ダ イ オ ー ド の 冷 却 部 材 と し て ヒ ー ト パ イ プ を 用 い た
が 、 こ の 例 に 限 ら ず 、 ア ル ミ ニ ウ ム 製 な ど の 冷 却 プ レ ー ト や 液 体 や 気 体 を 媒 体 と し た 熱 交
換 器 を 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 さ ら に 、 光 触 媒 浄 化 装 置 の 処 理 槽 は 、 全 体 が 透 明 部 材 で 形 成 さ れ て い る が 、 こ の 例 に 限
ら ず 、 紫 色 発 光 ダ イ オ ー ド に よ っ て 光 触 媒 シ リ カ ゲ ル に 紫 外 線 を 照 射 す る 部 分 が 少 な く と
も 透 明 部 材 と さ れ て い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 光 触 媒 体 と し て 光 触 媒 シ リ カ ゲ ル を 用 い て い る が 、 こ の 例 に 限 ら ず 、 担 持 体 と し
て 多 孔 質 体 、 ガ ラ ス ビ ー ズ 等 を 用 い た 光 触 媒 体 や 光 触 媒 粒 等 の 種 々 の 光 触 媒 体 を 用 い る こ
と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の 光 触 媒 体 の 粒 径 、 形 状 は 、 汚 染 水 の 量 、 汚 染 の 程 度 、 区 画 通 路 の 幅 な ど に よ っ て 適
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宜 選 択 で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 さ ら に 、 前 記 実 施 の 形 態 で は 、 紫 色 発 光 ダ イ オ ー ド を 用 い て い る が 、 こ の 例 に 限 定 さ れ
る も の で は な く 、 他 の 波 長 の 光 を 発 生 す る 発 光 ダ イ オ ー ド を 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 処 理 槽 は 、 縦 型 に 用 い て い る が 、 横 型 に 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 さ ら に 、 被 処 理 水 の 入 口 、 出 口 は 、 上 下 逆 に す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 汚 染 水 浄 化 シ ス テ ム を 示 す 全 体 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 光 触 媒 浄 化 装 置 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 の 形 態 に 係 る 汚 染 水 浄 化 シ ス テ ム を 用 い て 浄 化 処 理 を 行 っ た 実 験 結 果 を 示
す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ １ 】
１ ０ 　 汚 染 水 浄 化 シ ス テ ム
１ ２ 　 一 次 処 理 部
１ ４ 　 油 分 除 去 処 理 部
１ ６ 　 限 外 濾 過 部
１ ８ 　 有 機 化 合 物 除 去 処 理 部
３ ０ 　 一 次 処 理 水
３ ２ 　 オ イ ル フ ィ ル タ ー
３ ６ 　 限 外 濾 過 装 置
３ ８ 　 光 触 媒 浄 化 装 置
４ ６ 　 処 理 槽
４ ８ 　 区 画 通 路
５ ０ 　 紫 色 発 光 ダ イ オ ー ド
５ ２ 　 ヒ ー ト パ イ プ
５ ８ 　 隔 壁
６ ０ 　 光 触 媒 シ リ カ ゲ ル
６ ６ 　 発 光 ダ イ オ ー ド
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【 図 ３ 】
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